
１人で悩まないで、まず相談を！

電話（フリーダイヤル）やメー
ルで学校、勉強、家庭、いじめ、
非行などについて、心に寄り
添った相談活動をしています。
決して１人で抱え込まないでく
ださい。保護者からの相談も受
け付けています。

高校生と「思い」を届けるために

東濃西部３市の10の高等学校
と東濃特別支援学校の生徒によ
る啓発活動は、学校が再開した
とはいうものの、多くの配慮事
項を抱えている状況です。実施
については、学校の意向を尊重し
ながら慎重に検討していきます。

少年指導員のおじさん・おばさん

黄色いベスト・帽子での声かけ
活動は、４月４日（土）に一時活動
休止としました。緊急事態宣言
が解除され、６月に学校が再開
したため、６月を準備期間とし
て７月から活動を再開しました。
無理のない活動をしていきます。

東濃西部少年センターからのお知らせ

声かけ活動 啓発活動 相談活動

東濃西部少年センター　☎ 23-3455　FAX 26-8813
〒 507-0034 多治見市豊岡町1-55 ヤマカまなびパーク4F

▪東濃西部少年センターの業務と新型コロナウイルス感染防止対策について

あんしんコール　 0120-873-246（火～土10～17時、携帯可）

あんしんメール　 anshin55@crux.ocn.ne.jp（24 時間受付）

相 談

土岐市立総合病院から感謝状をいただきました

東濃看護専門学校は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、４月の入
学式・始業式以降５月 24 日まで休校措置をとりました。

休校期間中の５月に JA 岐阜厚生連 東濃中部医療センター 土岐市立総合
病院からの要請があり、本校の教職員は、来院された患者様の検温を行うな
どの医療活動に従事しました。８月７日、この協力に対して、本校は、土岐
市立総合病院から感謝状をいただきました。

本校は平成６年度の開設以来、約 800 名の卒業生を送り出し、地域医療を支える看護師育成を担ってきま
した。しかし、少子・高齢化の進展、４年制の看護系大学志望者の増加、学校教員の安定的な確保等の課題か

ら継続は困難であるとの方向性をまとめ、多治見市・土岐両
医師会と協議をしてきました。協議の結果、本校は令和４年
度入学生の募集を最後に、令和６年度末をもって閉鎖するこ
とを方針として決定しました。

閉鎖にあたり、今後両医師会が運営する准看護学校の卒業
生には２年課程の看護師学校養成所に進学する際の授業料や
通学費、また、在学生には准看護学校授業料の貸し付け（い
ずれも一定期間、３市の病院等での就業で返還免除）の支援
を行い、引き続き地域医療を担う人材育成を行います。

詳しくは、広域組合ホームページをご覧ください。

—お—知—ら—せ—  東濃看護専門学校  令和 6 年度末閉鎖の方針
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